
去
る
4
月
18
日
の
各
サ
ー

ク
ル
代
表
者
会
議
で
、
第
6

回
フ
ェ
ス
タ
を
10
月
13
日

（
土
）
～
14
日
（
日
）
の
両

日
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
は
学
生
や
同
窓

生
、
教
職
員
が
一
堂
に
会
し

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、

多
数
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。

5
月
10
日
各
サ
ー
ク
ル
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平

成
24
年
度
役
員
を
選
出
し
た
。

代
表岡

里
順
子
（
朗
読
の
会

こ
こ
ろ
）

副
代
表

笹
原
誠
二
（
サ
ー
ク
ル

お
お
み
や
）

嶋
崎
洋
明
（
未
来
の
会
）

高
山
和
彦
（
熟
年
会
）

森
岡
加
代
（
同
窓
会
）

会
計田

口
一
宏
（
ソ
シ
ア
ル
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ
）

松
井
喜
義
（
健
康
体
操

研
究
会
）

会
計
監
査

森
脇
千
代
子
（
同
窓
会
）

事
務
局
長

篠
田
安
彦
（
古
文
書
の
会
）

相
談
役

今
福
佐
喜
男
（
前
C
S
C

代
表
）

ま
た
、
同
会
議
で
は
フ
ェ

ス
タ
の
行
事
内
容
の
検
討
と

実
行
委
員
会
の
設
置
を
決
定
。

詳
細
は
後
日
、
8
・
9
階

の
ロ
ビ
ー
に
掲
示
。

４
月
７
日
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
入
学
者
の

集
い
が
開
催
さ
れ
、
新
入
生

２
３
８
名
が
参
加
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
昨
年
の
第

５
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
D
V

D
が
上
映
さ
れ
た
。

入
学
者
の
集
い
で
は
、
放

送
大
学
長
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
同
窓
会
に
よ
る
学

歌
斉
唱
、
菅
野
所
長
の
挨
拶
、

教
職
員
の
紹
介
、
森
岡
同
窓

会
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
秩
父

校
、
三
郷
校
に
つ
い
で
埼
玉

県
内
で
３
校
目
と
な
る
再
視

聴
施
設
和
光
校
が
平
成
24
年

４
月
に
和
光
図
書
館
内
に
開

設
さ
れ
た
。

４
月
22
日
に
は
和
光
校
開

校
を
記
念
し
て
、
菅
野
所
長

に
よ
る
「
ア
メ
リ
カ
の
高
齢

者
の
住
む
街
と
生
涯
学
習
」

と
題
し
た
講
演
会
が
開
催
さ

れ
た
。

下
記
日
程
に
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
（
学
習
相
談
を

含
む
）
が
開
催
さ
れ
る
。

（
在
学
生
も
参
加
で
き
ま
す
。
）

開
催
日

平
成
24
年
6
月
23

日
（
土
）
、
7
月
14
日

（
土
）
、
8
月
11
日
（
土
）
、

8
月
19
日
（
日
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど

「
漢
字
の
魅
力
と
語
学
習
得

の
秘
訣
」

開
催
日
時

平
成
24
年
6
月
23
日
（
土
）

15
時
～
16
時
30
分

会
場

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

8
階
講
堂

講
師

春
遍
雀
來

（
ハ
ル
ペ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
）

㈱
日
中
韓
辭
典
研
究
所

取
締
役
社
長

講
演
の
内
容

漢
字
は
、
表

意
性
に
富
み
、
形
も
美
し
い

上
、
造
語
能
力
の
極
め
て
高

い
、
世
界
で
も
有
数
の
優
れ

た
表
記
法
で
あ
り
、
日
本
の

素
晴
ら
し
い
文
化
遺
産
で
も

あ
る
。
そ
の
漢
字
の
魅
力
と

外
国
語
の
習
得
の
秘
訣
を
、

47
ヵ
国
を
訪
ね
て
歩
き
14
ヵ

国
語
を
習
得
し
た
在
日
ユ
ダ

ヤ
人
の
視
点
か
ら
、
わ
か
り

易
く
紹
介
す
る
。

客
員
教
授
に
よ
る
ミ
ニ
セ

ミ
ナ
ー
“
サ
ロ
ン
”
を
不
定

期
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
専

門
か
ら
身
近
な
話
題
ま
で
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
が
自
由
に
質

問
・
討
論
に
参
加
で
き
る
、

授
業
と
は
ひ
と
味
ち
が
っ
た

ひ
と
と
き
で
す
。
ど
な
た
で

も
お
気
軽
に
参
加
を
。
開
催

日
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
掲

示
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

学
習
の
方
法
、
進
め
方
、

卒
業
研
究
、
大
学
院
進
学
な

ど
、
修
学
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
本
セ
ン
タ
ー
の
教
員

が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
事
務
室

に
備
え
て
あ
る
「
学
習
相
談

申
込
票
」
に
記
入
の
う
え
、

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

通
信
指
導
問
題
の
提
出
期

限
は
、
平
成
24
年
6
月
5
日

（
火
）
本
部
必
着
で
す
。
忘

れ
ず
に
提
出
を
。
（
な
お
、

受
付
は
、
平
成
24
年
5
月
21

日
（
月
）
か
ら
で
す
。
）

通
信
指
導
の
答
案
を
提
出

し
な
い
と
単
位
認
定
試
験
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

面
接
授
業
の
追
加
登
録
は
、

空
席
が
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
最
初
の
開
講
日
の
１
週
間

前
ま
で
受
付
し
て
い
る
。
ま

だ
空
席
の
あ
る
科
目
も
あ
る

の
で
、
確
認
の
う
え
申
し
込

み
を
。
な
お
、
授
業
準
備
の

都
合
上
１
週
間
前
ま
で
受
け

付
け
ら
れ
な
い
科
目
も
あ
る

の
で
、
ご
注
意
を
。

第２０号 学 生 新 聞 平成２４年５月２６日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

挨

拶

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

岡
里
順
子

埼
玉
C
S
C
交
流
会
は
、

学
生
・
同
窓
会
・
学
習
セ
ン

タ
ー
の
三
者
が
親
し
く
交
流

で
き
る
役
割
を
担
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
し
て
６

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の

間
に
「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
」
と
「
学
生
新
聞
の
発
行
」

を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

そ
の
役
割
は
ま
だ
十
分
に
果

た
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

放
送
大
学
は
そ
の
名
の
通

り
殆
ど
の
学
生
は
自
宅
で
放

送
を
通
し
て
学
ん
で
お
り
ま

す
。
図
書
室
・
視
聴
覚
室
を

利
用
し
て
い
る
の
は
一
部
の

学
生
で
、
学
生
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
る
の
は
面
接
授
業
か
、

単
位
認
定
試
験
の
時
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
学
生
同
士
が
交

流
を
深
め
る
場
と
し
て
、
C

S
C
交
流
会
が
そ
の
役
割
の

一
端
を
担
え
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
交
流
を
深
め
る
場
と

し
て
の
「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

は
、
今
年
度
は
10
月
13
日

（
土
）
14
日
（
日
）
に
決
ま

り
ま
し
た
。
学
習
セ
ン
タ
ー

の
ご
尽
力
に
よ
り
、
13
日
に

は
放
送
大
学
の
吉
田
副
学
長

の
講
演
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

「
学
生
新
聞
」
は
、
学
習
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
学
習
に
関
し

て
の
情
報
と
サ
ー
ク
ル
の
情

報
な
ど
を
隔
月
で
お
届
け
し

て
お
り
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
学

生
間
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

ま
た
居
心
地
の
良
い
「
居
場

所
」
作
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
が
、
皆
様
方
の
支
え
を

頂
き
た
く
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
6
回
フ
ェ
ス
タ
開
催
決
定

10
月
13
日
（
土
）
～
14
日
（
日
）

再
試
聴
施
設

和
光
校
開
校

入
学
者
の
集
い

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
開
催

挨
拶

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

事
務
長

平
野
哲
巳

こ
の
４
月
か
ら
、
放
送
大

学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
事

務
長
に
着
任
し
ま
し
た
平
野

で
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
面
接

授
業
、
授
業
の
再
視
聴
、
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
多
彩
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
学
び
の
場

で
す
か
ら
、
安
心
し
て
充
実

し
た
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ

う
、
み
な
さ
ま
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
き
ま
す
。

学
生
団
体
、
同
窓
会
、
学

生
及
び
学
習
セ
ン
タ
ー
が
連

携
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

に
よ
り
放
送
大
学
の
発
展
、

地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
埼
玉
C

S
C
交
流
会
は
6
年
度
目
を

迎
え
ま
し
た
。
去
る
5
月
10

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
代
表

者
会
議
で
は
岡
里
新
代
表
を

始
め
役
員
等
が
選
出
さ
れ
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

埼
玉
C
S
C
交
流
会
が
よ

り
一
層
の
発
展
を
す
る
よ
う

皆
様
と
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
新
代
表
に

岡
里
順
子
氏

を
選
出

「
宮
古
島
」

笹
原
誠
二

３
月
９
日
、
羽

田
発
、
朝
８
時
の

航
空
便
で
「
宮
古

島
、
５
島
め
ぐ
り

３
日
間
」
の
旅
に

参
加
し
た
。
那
覇
空
港
で
乗

り
換
え
て
、
昼
過
ぎ
に
宮
古

空
港
に
到
着
す
る
と
、
此
処

南
西
諸
島
は
長
袖
の
シ
ャ
ツ

一
枚
で
も
十
分
過
ご
せ
そ
う

な
陽
気
で
あ
る
。

宮
古
島
か
ら
来
間
島
へ
と

長
い
来
間
大
橋
を
渡
る
と
、

エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
海
と
遠
浅

の
サ
ン
ゴ
礁
、
そ
し
て
白
い

砂
浜
の
ビ
ー
チ
と
世
界
一
の

透
明
度
を
誇
る
海
が
臨
め
、

目
を
見
張
る
風
景
が
ど
こ
ま

で
も
続
い
て
い
る
。
対
岸
の

与
那
覇
前
浜
は
、
「
東
洋
一

の
白
い
砂
浜
」
が
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
純
白
の
砂
浜
が

延
々
と
続
き
、
毎
年
４
月
中

旬
に
開
催
さ
れ
る
「
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
宮
古
島
」
の
ス
タ
ー

ト
地
点
と
し
て
も
有
名
だ
。

第
一
日
目
の
夜
は
、
宮
古

島
の
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
ビ
ー
チ

に
建
つ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
に

泊
ま
っ
て
、
夕
食
後
、
沖
縄

の
三
線
と
キ
ー
ボ
ー
ド
の
生

演
奏
を
バ
ッ
ク
に
本
場
の
沖

縄
の
歌
を
満
喫
し
た
。

途
中
で
宮
古
島
の
方
言
が

紹
介
さ
れ
た
が
、
沖
縄
本
島

と
は
少
し
違
う
方
言
で
あ
る

と
感
じ
た
。
本
島
で
は
、
い

ら
っ
し
ゃ
い
の
意
味
で
「
め

ん
そ
ー
れ
」
と
い
う
が
、
宮

古
島
で
は
「
ん
み
ゃ
ー
ち
」

と
言
う
、
「
あ
ば
ら
ぎ
」
は

き
れ
い
、
美
し
い
と
い
う
意

味
で
、
「
た
ん
で
ぃ
が
ー
」

は
あ
り
が
と
う
の
意
味
ら
し

い
。
何
と
い
っ
て
も
、
「
ば

か
―
」
、
「
ば
か
や
ー
」
の

意
味
が
お
若
い
で
す
ね
と
い

う
意
味
に
当
た
る
と
は
、
本

当
に
「
あ
が
い
た
ん
で
ぃ
」

び
っ
く
り
し
た
。

学生手帳

今
回
は
去
る
3
月
、
生

涯
学
習
奨
励
賞
の
金
剛
賞

を
受
賞
さ
れ
た
お
二
人
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

横
川
行
俊
さ
ん

Ｑ

放
送
大
学
に
入
学
さ

れ
た
動
機
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か

Ａ

青
春
時
代
か
ら
文
学
・

歴
史
等
文
科
系
の
知
識
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま

し
た
が
、
会
社
勤
め
を
し

ま
す
と
、
学
ぶ
機
会
が
減

り
、
い
つ
も
何
か
を
求
め

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
折
「
嘘
つ
き
の

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
が
目
に

止
ま
り
「
哲
学
を
す
る
」

こ
と
が
自
分
の
求
め
て
い

た
こ
と
と
思
い
あ
た
り
、

学
ぶ
た
め
に
放
送
大
学

［
人
間
の
探
求
コ
ー
ス
］

に
入
学
し
ま
し
た
。

Ｑ

長
く
学
習
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
理
由
は
な

ん
で
す
か

Ａ

学
習
の
目
的
・
意
識

を
持
っ
て
お
り
、
学
習
セ

ン
タ
ー
で
の
学
生
相
互
の

会
話
・
サ
ー
ク
ル
活
動
を

積
極
的
に
行
い
交
流
の
輪

を
広
げ
た
こ
と
が
、
孤
独

の
解
消
・
新
た
な
学
習
へ

の
意
欲
向
上
に
役
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

Ｑ

放
送
大
学

在
学
中
印
象
に
残
っ
て
い

る
こ
と
は
な
ん
で
す
か

Ａ

学
ぶ
こ
と
だ
け
で
な

く
サ
ー
ク
ル
な
ど
積
極
的

に
参
加
・
活
動
す
る
こ
と

に
よ
り
人
と
の
交
流
が
深

ま
る
と
と
も
に
諸
情
報
交

換
の
機
会
が
多
く
な
り
、

改
め
て
自
己
を
見
つ
め
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
と
思
い

ま
す
。
親
し
く
な
っ
た
仲

間
と
の
た
び
か
さ
な
る
海

外
旅
行
な
ど
が
で
き
た
こ

と
は
印
象
深
い
思
い
出
で

す
。

Ｑ

放
送
大
学
在
学
生
に

望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

Ａ

他
大
学
と
比
較
し
て
、

放
送
大
学
は
些
か
も
見
劣

り
す
る
も
の
で
は
な
い
と

認
識
し
て
お
り
、
大
切
な

こ
と
は
学
生
の
意
識
の
持

ち
よ
う
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
己
の
望
ん

で
い
る
こ
と
を
見
失
う
こ

と
無
く
、
創
意
・
工
夫
を

重
ね
た
学
び
と
無
理
の
な

い
交
流
・
活
動
に
よ
り
、

卒
業
後
も
交
流
が
で
き
る

よ
う
に
学
生
生
活
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
。

（
担
当

荒
川
）

（
二
面
に
続
く
）

客
員
教
授
の

サ
ロ
ン
開
設

公
開
講
演
会

学
習
相
談

退
任
挨
拶

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

前
代
表

今
福
佐
喜
男

五
月
十
日
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
代
表
に
岡
里
順
子
氏
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

一
層
の
発
展
が
約
束
さ
れ

ま
し
た
。
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
は
、

学
生
団
体･

同
窓
会
及
び
学

生
の
交
流
を
深
め
、
さ
ら
に

他
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流
、

放
送
大
学
の
発
展
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
等
を
目
的
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
支

援
が
な
け
れ
ば
達
成
さ
れ
ま

せ
ん
。

新
代
表
に
絶
大
な
る
ご
支

援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

一
年
間
代
表
を
務
め
ら
れ

た
の
は
皆
様
の
ご
協
力
の
お

陰
で
す
。
衷
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

第
五
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は

成
功
裏
に
終
え
ま
し
た
。
他

学
習
セ
ン
タ
ー
関
係
者
、
地

域
住
民
の
ご
参
加
を
戴
き
ま

し
た
が
、
参
加
人
員
の
面
で

は
ご
期
待
に
沿
え
な
か
っ
た

の
は
慙
愧
に
耐
え
ま
せ
ん
。

反
省
の
弁
を
も
っ
て
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出

面
接
授
業
の

追
加
登
録

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞
受
賞
者
に
聞
く



６
月
５
日
火
曜
日

「
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

上
野
・
東
京
文
化
会
館
の

小
ホ
ー
ル
に
10
時
30
分
迄

に
集
合
。

こ
の
後
、
東
京
国
立
博
物

館
で
「
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

展
」
を
鑑
賞
。

７
月
４
日
水
曜
日

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
９
階

第
一
講
義
室
に
て
、
午
前

10
時
30
分
よ
り
「
秋
季
合

宿
内
容
の
打
ち
合
わ
せ
」

と
午
後
は
「
オ
ペ
ラ
鑑
賞
」

定
例
勉
強
会

6
月
16
日
（
土
）

6
月
30
日
（
土
）
に
開
催
。

健
康
体
操
研
究
会
は
、
心

と
体
を
一
体
と
考
え
、
楽
し

く
健
康
を
維
持
し
て
い
く
事

を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
、
午
前
十
時

三
十
分
か
ら
八
階
講
堂
に
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

見
学
歓
迎
し
ま
す
。

定
例
勉
強
会

6
月
12
日
（
火
）

今
す
ぐ
で
き
る
震
災
対
策

7
月
10
日
（
火
）

試
験
対
策
等
情
報
交
換
会

P
C
楽
習
会

毎
週
火
曜
日

（
第
2
火
曜
日
を
除
く
）

6
月
5
日
（
火
）

『
夜
の
辛
夷
』

山
本
周
五
郎

6
月
19
日
（
火
）

7
月
3
日
（
火
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
か
ら

講
師

岡
本
光
幸
氏

風
薫
る
五
月
と
言
い
た
い

と
こ
ろ
で
す
が
、
竜
巻
の
発

生
な
ど
、
ど
う
も
す
っ
き
り

し
な
い
天
候
が
続
い
て
い
ま

す
。5

月
21
日
、
首
都
圏
で
は

一
七
三
年
ぶ
り
と
い
う
世
紀

の
天
体
シ
ョ
ー
金
環
日
食
を

幸
運
に
も
雲
の
切
れ
間
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
美

し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

4
月
に
、
平
野
事
務
長
さ
ん

が
着
任
さ
れ
、
こ
の
5
月
に

は
Ｃ
Ｓ
Ｃ
の
役
員
改
選
が
あ

り
岡
里
代
表
ほ
か
の
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
菅
野
所

長
さ
ん
以
下
新
体
制
の
下
、

学
生
、
同
窓
生
、
教
職
員
の

交
流
を
深
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

を
一
層
明
る
く
楽
し
い
学
び

の
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

次
号
は
、
7
月
中
旬
発
行

予
定
で
す
。
皆
様
の
詩
歌
、

随
想
な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

（
若
松
）

第２０号 学 生 新 聞 平成２４年５月２６日2

サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

俳
句

﨟
た
け
て
平
座
に
お
わ
す
享
保
雛

敏
子

朱
鷺
の
巣
の
雛
に
安
堵
の
声
し
き
り

安
代

貝
合
せ
占
ふ
ゆ
か
り
雛
の
宵

保
子

春
眠
や
東
雲
時
の
鳥
の
声

明
美

涅
槃
西
風
も
う
す
ぐ
百
を
目
の
前
に

由
美

式
の
朝
芽
張
り
柳
を
確
か
む
る

八
重
子

歳
時
記
の
開
き
し
ま
ま
や
春
炬
燵

絹
子

落
椿
友
の
残
せ
る
歌
を
読
む

と
く
江

（
つ
み
草
）

川
柳

四
倉

光

卒
業
が
目
当
て
じ
ゃ
な
い
と
シ
ラ
を
切
り

カ
ラ
ヤ
ン
の
悲
愴
枕
に
船
を
漕
ぐ

日
々
好
日
（
三
）

岡
里
順
子

某
月
某
日

家
の
近
く
に
小
さ
な
友
達

が
居
る
。
三
年
生
と
今
年
一

年
生
に
な
っ
た
仲
良
し
姉
妹

で
、
毎
朝
二
人
で
肩
を
並
べ

て
登
校
す
る
姿
は
微
笑
ま
し

い
。
こ
の
姉
妹
は
よ
く
家
の

前
で
縄
跳
び
や
石
蹴
り
で
遊

ん
で
い
て
、
通
り
が
か
っ
た

折
に
仲
間
に
入
れ
て
も
ら
う

こ
と
が
あ
る
。

先
日
、
帰
宅
時
に
通
り
が

か
る
と
、
縄
の
一
方
の
端
を

木
に
結
え
、
一
方
を
お
姉
ち
ゃ

ん
が
持
っ
て
、
二
人
で
縄
跳

び
を
し
て
い
た
。
着
物
姿
の

私
を
み
て
、
子
ど
も
心
に
も

「
今
日
は
遊
べ
な
い
な
」
と

判
断
し
た
の
か
「
バ
イ
バ
イ
」

と
手
を
振
っ
て
く
れ
た
。

「
仲
間
に
入
れ
て
ね
」
と
近

寄
っ
て
行
き
、
お
姉
ち
ゃ
ん

の
持
っ
て
い
た
縄
の
一
方
を

私
が
持
ち
「
お
じ
ょ
う
さ
ん

お
は
い
ん
な
さ
い
」
と
し

ば
ら
く
遊
ん
だ
。

子
ど
も
が
少
な
く
な
っ
た

上
に
、
塾
通
い
・
お
稽
古
、

ま
た
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
ば
や

り
で
、
外
で
子
ど
も
た
ち
の

声
も
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
昨

今
、
こ
の
姉
妹
の
遊
ぶ
姿
に

は
癒
さ
れ
る
。

某
月
某
日

面
接
授
業
の
追
加
申
し
込

み
に
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

行
き
、
そ
の
ま
ま
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
た
め
に

池
袋
か
ら
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

に
乗
っ
た
。
車
内
は
日
中
に

も
関
わ
ら
ず
混
雑
し
て
い
た
。

「
大
宮
ま
で
立
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
」
と

思
っ
た
時
、
若
い
男
性
が

「
ど
う
ぞ
」
と
席
を
譲
っ
て

く
れ
た
。

「
あ
り
が
と
う
」
と
お
礼

を
言
い
、
「
鞄
を
持
ち
ま
し
ょ

う
」
と
見
上
げ
た
そ
の
男
性

は
、
凄
い
イ
ケ
メ
ン
！

俳

優
の
○
○
さ
ん
に
似
て
い
る

な
、
と
胸
は
と
き
め
い
た
が
、

現
実
は
、
そ
の
俳
優
の
名
前

が
思
い
出
せ
な
い
後
期
高
齢

者
予
備
軍
の
自
分
が
…
。

詩
歌
・
川
柳

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

関
東
三
大
不
動
尊

酉
年
生
ま
れ
の
私
の
守

り
本
尊
は
不
動
明
王
で
あ

り
守
り
本
尊
を
信
じ
る
こ

と
に
よ
り
自
ら
の
生
き
る

力
を
得
、
人
生
の
吉
祥
を

招
く
と
い
う
話
を
聞
き
、

征
夷
大
将
軍
が
支
配
し
て

い
た
歴
史
の
あ
る
関
八
州

の
三
大
不
動
尊
の
参
拝
を

企
て
ま
し
た
。

高
幡
不
動
尊

日
野
市
、

成
田
不
動
尊

成
田
市
、

不
動
ヶ
岡
不
動
尊

加
須

市
三
大
不
動
尊
を
巡
り
終

え
た
ら
災
厄
消
除
、
福
徳

延
命
の
ご
利
益
が
授
か
る

こ
と
が
期
待
さ
せ
ら
れ
た

参
拝
で
し
た
。

七
観
音
霊
場

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉

の
七
躯
の
変
化
観
音
に
よ
っ

て
構
成
。
聖
観
音
品
川
寺

東
京
、
十
一
面
観
音
弘
明

寺
神
奈
川
、
如
意
輪
観
音

大
本
山
光
明
寺
神
奈
川
、

不
空
羂
索
観
音
妙
音
寺
神

奈
川
、
千
手
観
音
正
法
寺

埼
玉
、
准
胝
観
音
語
歌
堂

埼
玉
、
馬
頭
観
音
橋
立
堂

埼
玉七

観
音
を
巡
り
終
え
た
と

き
は
観
音
様
が
私
を
見
守
っ

て
く
れ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
お

参
り
で
し
た
。

木
母
寺
（
梅
若
伝
説
）

謡
曲
隅
田
川
に
謡
わ
れ

て
い
る
梅
若
丸
を
供
養
し

た
梅
若
塚
を
尋
ね
て
東
京

都
墨
田
区
の
木
母
寺
を
尋

ね
ま
し
た
。

梅
若
伝
説
は
、
春
の
物

狂
い
の
形
を
と
り
な
が
ら
、

一
粒
種
で
あ
る
梅
若
丸
を

人
買
い
に
さ
ら
わ
れ
た
母

親
が
京
都
か
ら
武
蔵
国
の

隅
田
川
ま
で
流
浪
し
愛
児

の
死
を
知
り
悲
嘆
に
く
れ

た
物
語
で
、
母
親
の
心
の

痛
み
を
感
じ
さ
せ
る
参
拝

で
し
た
。

福
泉
寺
（
ぽ
っ
く
り
寺
）

人
間
だ
れ
し
も
元
気
に
長

生
き
し
て
、
逝
く
と
き
は

ぽ
っ
く
り
逝
く
の
を
願
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
横

浜
市
長
津
田
町
に
あ
る
福

泉
寺
は
関
東
八
八
ヶ
所
霊

場
第
六
五
番
札
所
で
「
平

成
の
開
か
れ
た
大
師
の
道
」

で
ぽ
っ
く
り
寺
と
し
て
有

名
で
す
。

或
る
日
参
拝
を
思
い
立

ち
お
寺
に
行
っ
た
と
こ
ろ

事
務
所
に
い
た
女
性
が
霊

験
あ
ら
た
か
で
あ
る
か
ら

是
非
お
参
り
し
な
さ
い
と

の
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
の

で
釈
迦
涅
槃
像
の
前
で
手

を
合
わ
せ
た
も
の
の
、
何

と
お
祈
り
し
て
よ
い
も
の

か
し
ば
ら
く
迷
っ
た
末

「
あ
ま
り
ご
心
配
に
は
お

よ
び
ま
せ
ん
」
と
お
祈
り

し
、
複
雑
な
気
持
ち
で
お

寺
を
後
に
し
ま
し
た
。

以
上
思
い
出
す
ま
ま
に

る
る
述
べ
て
き
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
極
楽
に
放
送
大
学

同
窓
会
極
楽
支
部
を
設
立

し
、
学
歌
に
あ
る
よ
う
に

同
窓
生
に
よ
り
語
り
合
い

共
に
学
ぶ
開
か
れ
た
集
い

が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

投
稿
コ
ー
ナ
ー

寺
社
巡
り
（
二
）

四
倉
光

よ
も
や
ま
話

よ
ろ
ず
や

国
境
離
島
を
注
視
！

海
洋
国
の
持
続
維
持

日
本
の
陸
地
面
積
は
世
界

で
61

番
目
。
し
か
し
領
海

（
陸
か
ら
12
海
里
22
．
2
㎞
）

と
排
他
的
経
済
水
域
E
E
Z

（
沿
岸
か
ら
２
０
０
海
里
３

７
０
㎞
）
を
足
せ
ば
世
界
で

６
番
目
だ
。
米
国
が
最
大
で

７
６
２
万
K
㎡
、

日
本
は

４
４
７
万
ｋ
㎡
、
中
国
は
90

万
K
㎡
と
日
本
の
1/5
し
か
な

い
。大

き
い
日
本
の
海
は
小
笠

原
や
南
西
諸
島
な
ど
６
８
５

２
の
島
で
確
保
さ
れ
る
。
漁

業
管
轄
権
と
海
底
に
眠
る
資

源
を
調
査
し
開
発
す
る
権
利

が
伴
う
の
で
「
現
有
の
権
益
」

と
「
含
み
権
益
」
と
し
て
膨

大
だ
。

韓
国
は
日
本
海
を
東
海
と

呼
び
、
（
日
本
海
・
東
海
）

と
併
記
し
た
運
動
を
世
界
各

地
で
行
っ
て
い
る
。

竹
島
を
独
島
と
呼
び
、
軍
事

基
地
を
置
い
て
占
拠
し
て
い

る
。
長
い
間
、
国
家
が
放
置

し
、
実
力
支
配
を
許
し
て
い

る
現
実
を
く
つ
が
え
せ
る
訳

が
な
い
で
あ
ろ
う
。

中
国
か
ら
見
た
第
一
列
島

線
で
あ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
海

域
に
は
、
海
底
油
田
の
推
定

埋
蔵
量
が
１
千
億
バ
レ
ル
を

越
え
る
と
い
う
。

世
界
２
位
の
石
油
埋
蔵
国

イ
ラ
ク
と
同
じ
で
７
千
兆
円

と
い
う
額
に
相
当
す
る
と
さ

れ
る
。
中
国
の
国
家
を
上
げ

て
の
強
硬
姿
勢
に
は
、
そ
う

い
う
背
景
が
あ
る
。

日
本
海
域
の
E
E
Z
に
は

未
利
用
の
資
源
、
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ド
「
燃
え
る
氷
」

は
天
然
ガ
ス
消
費
量
に
換
算

し
て
１
０
０
年
分
く
ら
い
あ

る
そ
う
だ
。

海
底
に
は
コ
バ
ル
ト
リ
ッ

チ
ク
ラ
ス
ト
、
レ
ア
ア
ー
ス
、

レ
ア
メ
タ
ル
の
鉱
物
が
多
く

あ
る
。

日
本
が
膨
大
な
権
益
と
可

能
性
を
秘
め
た
「
海
洋
大
国
」

だ
と
い
う
こ
と
を
ど
れ
だ
け

の
人
が
認
識
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
、
国
境
線
は
全
て
海

上
に
あ
る
。

資
源
大
国
に
な
り
得
る
日

本
の
未
来
を
守
る
た
め
、

「
日
本
の
海
」
に
目
を
向
け
、

「
国
境
離
島
」
を
注
視
！
と
。

対
馬
は
第
七
管
区
、
竹
島

は
第
八
管
区
、
尖
閣
は
第
十

一
管
区
の
士
（
サ
ム
ラ
イ
）

達
が
守
っ
て
い
る
。

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

（
一
面
か
ら
続
き
）

古
屋
秋
雄
さ
ん

Ｑ

放
送
大
学
へ
入
学
の
動

機
は
な
ん
で
し
ょ
う
か

Ａ

そ
も
そ
も
の
入
学
の
き
っ

か
け
は
、
職
場
の
同
僚
に
誘

わ
れ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、

博
物
館
や
美
術
館
を
訪
れ
る

の
が
好
き
で
、
学
芸
員
に
興

味
が
あ
っ
た
の
で
、
学
芸
員

資
格
認
定
試
験
の
た
め
、
博

物
館
学
（
当
時
）
等
、
必
要

な
科
目
を
履
修
し
た
く
入
学

し
ま
し
た
。

Ｑ

入
学
し
て
か
ら

卒
業
ま
で
に
ご
苦
労

な
さ
れ
た
こ
と
は

Ａ

仕
事
と
勉
強
の
両
立
で

す
。
特
に
「
単
位
認
定
試
験
」

の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
、

「
通
信
指
導
（
レ
ポ
ー
ト
）

の
問
題
」
の
提
出
が
た
い
へ

ん
で
し
た
。
提
出
期
限
間
近

だ
と
本
当
に
た
い
へ
ん
で
す
。

「
余
裕
を
持
っ
て
学
習
計
画

を
立
て
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
！
」

と
い
つ
も
反
省
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

放
送
大
学
で
学
ぶ
際
の

コ
ツ
は

Ａ
「
通
信
指
導
（
レ
ポ
ー
ト
）

の
問
題
」
と
「
単
位
認
定
試

験
の
過
去
問
題
」
は
、
「
単

位
認
定
試
験
」
の
対
策
と
し

て
有
効
で
す
。
「
単
位
認
定

試
験
の
過
去
問
題
」
は
、
一

部
の
科
目
に
お
い
て
、
各
学

習
セ
ン
タ
ー
で
も
期
限
を
定

め
て
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
み
た
い
で
す
か
ら
、
参
考

に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
履
修
科
目
案
内
に
記
載

さ
れ
て
い
る
過
去
試
験
の
平

均
点
も
履
修
科
目
を
選
定
す

る
う
え
で
参
考
に
な
り
ま
す
。

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

全
専
攻
を
制
覇
な
さ
っ

て
の
ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

Ａ

積
み
重
ね
て
学
習
し
て

い
る
う
ち
に
、
結
果
と
し
て
、

全
専
攻
制
覇
と
な
っ
た
形
で
、

最
初
は
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
こ
の
賞
を
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
改
め
て
実

感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。

Ｑ

今
後
の
ご
予
定
は

Ａ

全
専
攻
制
覇
と
い
っ
て

も
、
来
年
度
（
25
年
度
）
、

新
し
い
コ
ー
ス
（
情
報
）
が

開
設
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

目
指
し
て
再
入
学
す
る
予
定

で
す
。
「
学
ぶ
と
こ
ろ
に
喜

び
あ
り
！
」
で
す
。

（
担
当

岡
里
）

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞
受
賞
者
に
聞
く

平
成
24
年
度
2
学
期
の

学
生
募
集
が
始
ま
る
。

出
願
期
間
は
、

6
月
15
日
（
金
）
か
ら

8
月
31
日
（
金
）
ま
で
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送

大
学
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら

是
非
、
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

学
生
募
集


